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型無人超音速機の 3 分の 1 スケール機を用いて実証することはリスク低減の観点から非常に有用
である．すなわち，オオワシ 2 号機で要求されている誘導制御技術は，3 分の１スケールのオオ
ワシ 2 号機において超音速飛行の部分を除いて実証可能である．本報告では，その目的のため製
作した 3 分の１スケールのオオワシ 2 号機について，前段階として，離陸フェーズの一部である




機体は，図 1 に使用する 3 分の 1 オオワシ 2 号機を示す．滑走段階においては，自重を支える
とともに，ステアリング操作性をよくして，必要な速度を達成することが重要である．主脚は，
図 2 に示すように板形式，前脚は直径 4 mm のピアノ線をコイル状にして衝撃を吸収する方式を
採用した． 
 
図 1 使用機体 
 
 
図 2 主脚 
 








送信する（図 4）．計測装置，推力及び舵面駆動装置は，表 1のようになっており，総重量 4.5 kg
である． 




















図 4 実験機器の構成 
表 1 各種搭載機器 






   







   




























2 回の滑走によりデータを取得，最大到達速度は，1 回目 17.4[m/s]，2 回目 18.4[m/s]となった．
目標である 20[m/s]には，不足していること，また，ステアリング操作性に関しては，低速時にや
や難があることが判明した．図 5 に１本目の対地速度，滑走路中心線方向速度，滑走路中心線に




図 6 速度タイムヒストリ（1本目） 
 





























図 7 速度タイムヒストリ（2本目） 
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